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地域福祉ネットワーカーの活動事例        〔検証・評価シート 1-(1)-②、3-(1)-②〕 

 

●事例１ 気になる父子家庭姉妹● 
 

自分達でご飯を作って食べている父子家庭の姉妹 

※食事はコンビニばかり。※父親は困りごとなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事例２ 複合的な課題をかかえる世帯● 
 

母親（４４歳）、息子（特別支援学校 高１）、娘（小５） 

※家内にコバエが飛び、ゴミ屋敷化。 ※ベランダにはごみ袋が約 40袋。 

※息子が不登校で昼夜問わず暴れる。 ※娘も昼夜逆転し不登校気味。 

※マンション理事会からは「出て行ってほしい」と言われている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉ネットワーク会議の開催  

（婦人会長・民協会長・主任児童委員・小学校教頭・保健師・児童館長） 

・自分でできる力を付ける 

・地域の大人に気軽に相談できるように     ⇒ 料理クラブの開催決定 

・同様の負担がある児童が他にもいるのでは？ 

 

①中高生のお兄さんお姉さんと勉強 

②婦人会のみなさんと一緒に調理 

③みんなでいただきます！ 

 

「浜山こどもクッキングクラブ」の実施 

☆毎月第３金曜日に開催（Ｈ29.1～） 

☆ふれあいのまちづくり協議会主催で実施（Ｈ29.4～） 

 

 

  

取り組みの意味：個別支援が必要な児童（世帯）を新たに見付ける＝「把握する場」 

○母親「障害の疑い」 → 障害支援区分の認定をうける → サービスの利用 

○娘 「通学の支援」 → 小学校、こども家庭支援課、保護課で毎月１回会議し、支援の方向性

と役割を確認 → 友達と通学するようになる 

○息子「生活の支援」 → 保健師が関わりを継続、区社協が母親への寄り添いと助言 

 → 放課後等児童デイサービスに通うようになる 

○ゴミ屋敷化した部屋 → 母親と子ども達と一緒に少しづつ片付け、子どもが自分の事は自分で

できるように環境を整える。（主任児童委員、ＮＰＯの協力） 

○マンション理事会  → 苦情はなくなり、自転車置き場に自転車を置く許可をもらう。 

○母親「居場所づくり」→ 地域の居場所カフェでスタッフとして活躍中 

世帯支援会議の開催 （全体２回 小会議 月１回） 

（あんしんすこやか係、保護課、こども家庭支援課、こども家庭センター、特別支援学校、 

小学校、民生委員・児童委員、区社協） 

・世帯の状況と課題、関係機関の関わりを共有し、今後の支援の方向性と役割を確認する。 

 

取り組みの意味：社会的な孤立の防止＝「地域とつながる場」、「役割をつくる場」 

 

 

社会的な 
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地域団体と行政との協働事例           〔検証・評価シート 2-(2)-②、2-(3)-①〕 

※協働と参画のプラットホーム通信第 73 号より 
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企業との協働による地域福祉活動事例           〔検証・評価シート 2-(2)-④〕 

※みんなでひろげるちいきのわ 地域連携事例集より 

 

 



60 

 

 

 

 

 



61 

 

区社会福祉協議会を中核とした福祉課題への対応事例 〔検証評価シート 2-(2)-②、3-(1)-①〕 

※みんなでひろげるちいきのわ 地域連携事例集より 
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パートナーシップ活動助成事例        〔検証・評価シート 1-(2)-②、2-(3)-①〕 

※協働と参画のプラットホーム通信 第 76 号より 

 

〔検証・評価シート 2-(2)-④、2-(3)-①〕 

※協働と参画のプラットホーム通信 第 75 号より 

 


